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観光施設メディアラボ
公益社団法人国際観光施設協会編

　公益社団法人 国際観光施設協会 旅
館観光地分科会では「滞在して楽し
い観光地づくり」を活動の基軸とし
て「人はなぜ旅をするのか？」を根
幹から見直すところから活動を展開
し、全国で観光にかかわる人々・観
光に関心を持つ一般の人たちを対象
として広く公開するセミナー「たび
むすび」第一回を 11 月 10 日に大手
町「さんさんらぼ」にて開催しました。
「たびむすび」のコンセプトは「人
と人をむすび新しいものがたりをつ
くる」です。さまざまな思いを持ち、
この場に集まった方それぞれが、今
後新しい展開につながるきっかけに
なることを目指しています。
　初回は、「セミナー＋懇親会」スタ
イルとし、「観光」と「まちづくり」
を題材にして、建築家西村浩さんに
講演をお願いしました。

「発明の時代へようこそ！
―21 世紀の新しいまちづくりと観光」
建築家・西村浩氏

　21 世紀は確実に時代の価値観が
違ってきています。「人口減少」をとっ
ても、これまでのやり方では地方創
生はできません。ところが、多くの人
はこれまでのやり方、制度に疑問を

持っていません。そこを変えられるか
がこれからの地方創生やまちづくりに
は欠かせない視点だと西村さんは言い
ます。20 世紀は大都市を目指してど
こも同じまちづくりを目指してきまし
た。価値観が変わった今、これまでの
制度を使って、補助金を受けて投資を
しても「墓標（空き家）」が増えるだ
けでまちは元気になりません。われわ
れは右肩下がりの時代に合った価値
観・方法を「発明」しなければならず、
それは自分たちの原点を探して見つめ
直すこと、その場所固有の資源を使っ
て、戦略を立てて、全体の物語をつく
ることだといいます。
　セミナーでは西村さんがまさに地
方固有の資源を使って再生の戦略を
発明したプロジェクトが紹介されま
した。「岩見沢駅舎」では「駅からま
ちづくりへ」をテーマに、一つの建
物から街が変わっていく事例、佐賀たびむすび　セミナー　西村浩氏
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平野智子・清水聡公益社団法人 国際観光施設協会　旅館観光地分科会
セミナー実行委員

第 3 回　第１回「たび むすび」建築家 西村浩氏 講演会

「誰でも参加できるイベントを！」
当初の発案はこの思いでした。
　同じ分科会のメンバーを見ても、
建築家、旅館経営者、医療従事者、
編集者などなど、「旅館・ホテルに何
かしら携わる」という大きなくくり
で参加しているメンバーで構成され
ています。話を一つしても、返答は
バリエーションに富み、アイデアを
募ると多岐なジャンルから提案をも
らいます。そんな「当協会活動の魅
力を会員外にも発信していくことを
もっと、やってみませんか」という
のが発端です。
　観光施設づくりを通じて得た当協
会の持つ豊富な経験と知見を公益社
団法人として広く社会に役立てる事
を目指し “ 開かれた協会 ” 活動へ繋が
る場へと意識を持ち活動を続けます。

〇株式会社三菱地所設計　清水聡
　私たちは「環境・文化・未来のグ
ランドデザイナー」を理念に真に価
値ある社会の実現に貢献することを
目指しています。さまざまな施設の
設計やまちづくりに携わっています
が、現在進んでいる宿泊施設を含む
プロジェクトでは、施設単体の設計
だけではなく、地域全体が活性化す
ることを目指して街づくりの中での
宿泊施設の在り方を提案しています。
この「たびむすび」ではセミナーを
通じて、参加された個人から「観光」
や「まちづくり」のきっかけとなる
発見や「つながり」ができることを
期待しています。

〇アトリエ はな緒　代表 平野智子
　インテリア・家具の設計や、文化・
芸能の魅力を発信する活動をしてい
ます。「たび むすび」では「発案・企画・
運営」に携わっています。活動を通
じ国内外の観光 “tourism” の未来的発
展に貢献したいです。

今後の「たび むすび」
　次回は 4 月 13 日㈬に鳥羽より江崎貴久さん（旅館「海月」女将・海島遊民クラブ代表）をゲストにお招きし開催
予定です。詳細は国際観光施設協会 HP に掲載します。http://www.kankou-fa.jp/
皆様のご参加をお待ちしております。

平野智子氏 清水聡氏　たびむすび　懇親会

の「わいわいコンテナ」では増えて
いく空き地に「昼間に人が集まる」
コンテンツを入れた「コンテナ」を
設置して「実験」を行ない、子供た
ちが集まり、コミュニティーが生ま
れる様子が紹介されました。どのプ
ロジェクトでも「箱」ではなく、人
の繋ながりと生き生きとした笑顔が
印象的でした。
　懇親会は佐賀より取り寄せた産品
をもとに料理人の安田花織さんに名
産米「さがびより」でつくったおむ
すびをメインに用意いただきました。

「幻のお酒」と名がつく佐賀のお酒な
どを、皆様にお楽しみいただきまし
た。

「たびむすび」への思い…


